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か
し
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よ
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お
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「
体
験
」
の
強
調
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一
方
的
に
主
張
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て
も
、
彼
の
宗
教
改
革
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他
方
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「
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書
」
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「
信

仰
」
の
決
断
に
依
存
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
両
立
が
テ
キ
ス
ト
か
ら
も
推
知
さ
れ
う
る
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え
の
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は
諸
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体
験
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あ
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て
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私
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の
体
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を
死
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私
は

二
人
の
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実
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て
不
屈
の
証
人
、
す
な
わ
ち
聖
書
と
良
心
を
有
し
て
い
る
。
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の
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体
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あ
る
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良
心
は
確
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る
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、

　ま
た
エ
ー
ベ
リ
ン
ク
は
、
「
体
験
の
み
」
（
ω
O
訂
⑦
属
娼
O
ユ
O
馨
冨
）
を
「
聖
書
の
み
」
（
ω
O
冨
゜
。
O
識
讐
霞
㊤
）
、
「
キ
リ
ス
ト
の
み
」
（
。
・
O
冨
匂
陰

O
訂
同
。
。
言
ω
）
、
「
言
の
み
」
（
ω
〇
一
〇
＜
Φ
目
げ
O
）
、
「
信
仰
の
み
」
（
8
冨
ま
①
）
に
対
す
る
「
必
要
な
註
釈
」
（
山
器
8
暑
o
目
岳
α
q
。
H
ロ
8
壱
目
簿
甲

　
　

（3
）

旨
o
暮
）
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ル
タ
ー
固
有
の
排
他
的
言
表
「
の
み
」
（
ω
〇
一
話
）
に
も
と
つ
く
両
主
張
の
矛
盾
を
回
避
し
よ
う
と
す

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（4
）

　

M・
ニ

コ

ル
に
よ
れ
ば
、
　
「
神
学
に
お
け
る
体
験
の
欠
如
」
を
指
摘
し
、
そ
の
際
、
同
時
に
ま
た
徹
底
し
て
ル
タ
ー
の
神
学
に
注
目
さ

せ
た
の

は

エー
ベ
リ
ン
ク
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
上
述
の
よ
う
に
「
体
験
の
み
」
の
確
立
を
図
っ
た
が
、
こ
の
喫
緊
の
問
題
の
解
決
に
は

い
たり
得
ず
彼
自
身
、
　
「
こ
の
テ
ー
マ
は
、
ル
タ
ー
に
影
響
を
与
え
て
い
る
伝
統
を
考
慮
し
つ
つ
緊
急
に
新
た
な
研
究
を
す
る
こ
と
が
求

　
　
　
　
　
　　
（
5
）

めら
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。



二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　

W
・

v・
レ
ー
ベ
ニ
ッ
ヒ
は
、
ル
タ
ー
に
お
け
る
「
聖
書
」
と
「
体
験
」
、
「
信
仰
」
と
「
体
験
」
の
問
題
に
論
及
し
て
、
大
要
次
の
如

き
所
論
を
展
開
す
る
。

　
先ず
、
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
い
わ
ゆ
る
「
体
験
の
神
学
」
（
国
比
曽
ず
讐
昌
α
q
°
・
匪
o
O
δ
笹
o
）
は
、
ル
タ
ー
を
最
初
の
証
人
と
な
し

う
る
か
、
と
い
う
問
を
提
起
す
る
。

　
シ

ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
（
ω
O
げ
一
Φ
一
Φ
H
5
P
㊤
O
ゲ
①
H
）
、
エ
ル
ラ
ソ
ゲ
ン
学
派
の
ホ
ー
フ
マ
ン
（
国
o
h
旨
9
ロ
μ
）
、
ヘ
ル
マ
ン
（
≦
°
国
Φ
旨
白
摯

自
）
な
ど
を
「
体
験
の
神
学
者
」
（
国
塊
魯
導
昌
α
Q
ω
警
8
一
〇
α
q
Φ
口
）
と
称
す
る
と
き
、
注
目
す
べ
き
は
、
ど
の
場
合
も
「
聖
書
」
（
ω
。
げ
聾
）

と
無
関
係
な
「
体
験
」
を
意
味
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
ホ
ー
フ
マ
ン
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
者
た
る
彼
が
、
神
学
者
た
る
自
己
に
と
っ
て
、
自
己
の
学
の
最
も
固
有
の
対
象
で
あ
る
こ
と
を
の
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ん

だと
し
て
も
、
明
か
に
「
聖
書
の
神
学
者
」
（
ω
o
げ
ユ
｛
雰
げ
Φ
9
0
α
Q
o
）
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　ま
た
ヘ
ル
マ
ン
が
自
ら
の
信
仰
の
確
か
さ
の
麦
え
に
し
て
い
る
体
験
の
内
容
は
、
「
イ
エ
ス
の
内
的
生
命
」
（
山
器
．
．
ぼ
印
Φ
お
い
o
び
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

qo
°
。

口
、
、
）
と
の
出
会
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
イ
エ
ス
の
内
的
生
命
が
顕
わ
と
な
る
の
は
、
聖
書
の
福
音
に
お
い
て
の
み
で
あ
っ
た
。

　特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
信
仰
論
」
（
O
ぽ
信
げ
o
霧
一
㊦
訂
o
）
に
お
け
る
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
場
合
で
あ
る
。

　こ
こ
で
は
、
確
か
に
す
べ
て
の
神
学
的
命
題
が
敬
震
な
自
己
意
識
の
言
表
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
の
信
仰
命
題
と
し
て
の
判

断
の
基
準
は
、
そ
れ
ら
が
絶
対
依
存
の
感
情
に
還
元
で
き
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
断
基
準
は
キ
リ
ス
ト
教
真
理
の
源
泉

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
し
て
の
聖
書
の
言
葉
（
畠
p
◎
ω
切
＝
∪
Φ
一
零
O
H
け
）
が
「
内
的
照
明
」
（
．
．
貯
ロ
o
H
Φ
国
二
〇
β
o
げ
葺
u
α
q
、
．
）
の
た
め
に
失
格
す
る
と
は
い
わ
な
い
。
ひ

　
　
　
ル
タ
ー
に
お
け
る
「
体
験
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
神
学
を
「
神
秘
主
義
か
言
葉
か
」
（
．
．
岳
Φ
寓
岩
ユ
パ
．
．
＆
㊤
．
己
，
。
°
・
≦
o
腎
、
．
）
の
二
者
択
一
に
還
元
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ハ
ー
の
場
合
、
ま
た
彼
に
依
存
す
る
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
体
験
の
神
学
に
お
い
て
重
要
な
の
は
「
確
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

さ
の
問
題
」
（
O
o
鼠
ゆ
げ
o
諺
肩
o
甑
o
旨
）
で
あ
る
。
聖
書
の
諸
言
表
は
、
そ
れ
ら
が
個
人
的
体
験
に
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
き
に
の
み
、
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

人
的な
確
か
さ
の
性
格
を
も
つ
信
仰
命
題
と
な
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
、
神
学
は
体
験
に
底
礎
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
体験
の
神
学
は
、
思
弁
的
、
伝
統
主
義
的
神
学
に
は
対
立
す
る
が
、
　
「
聖
書
の
神
学
」
（
ω
。
訂
捧
臣
Φ
巳
o
α
q
団
・
）
に
は
対
立
し
な
い
。
聖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

書
の
神
学
に
と
っ
て
は
、
聖
書
の
「
文
字
」
（
傷
Φ
周
切
信
O
】
P
ω
叶
㊤
び
Φ
）
は
体
験
に
お
い
て
始
め
て
「
神
の
言
葉
」
（
＾
＾
妻
o
辞
O
o
洋
①
゜
。
層
、
）
と
な
る

の

であ
る
。

　
た
だ

聖書
の
言
葉
そ
れ
自
体
が
、
個
人
的
体
験
と
無
関
係
に
、
端
的
に
信
仰
を
要
求
す
る
権
威
と
な
る
場
合
、
も
し
く
は
、
体
験
の
神

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

学
が
「

心
霊
主義
」
（
ω
娼
三
ε
巴
尻
目
彦
）
と
誤
解
さ
れ
る
場
合
に
の
み
、
「
聖
書
の
神
学
」
と
「
体
験
の
神
学
」
は
相
互
に
対
立
を
示
す

の

であ
る
。
体
験
の
神
学
の
重
心
は
、
現
代
的
表
現
を
か
り
る
と
神
学
的
言
表
の
実
存
的
性
格
を
確
信
す
る
こ
と
で
あ
る
。
信
仰
の
言
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

と
い
う
意
味
に
お
け
る
神
学
的
言
表
の
確
か
さ
は
、
思
弁
的
に
も
、
権
威
や
伝
統
に
よ
っ
て
も
底
礎
で
き
な
い
で
、
た
だ
実
存
的
に
の
み

底
礎し
う
る
。
そ
こ
に
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
体
験
の
神
学
が
あ
る
。

　
つ
い

で
論
及す
べ
き
は
、
ル
タ
ー
に
お
け
る
「
信
仰
」
と
「
体
験
」
の
問
題
で
あ
る
。

　
ルタ
ー
が
、
単
な
る
「
史
的
信
仰
」
（
｛
岡
島
Φ
◎
o
　
ゲ
圃
ω
け
O
H
圃
O
餌
）
、
単
に
「
事
実
と
信
じ
る
こ
と
」
（
畠
器
司
母
≦
㊤
年
ゲ
巴
8
口
）
を
、
本
来
の
意

味
に
お
け
る
「
信
仰
」
と
し
て
全
く
承
認
し
な
か
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
以
下
に
明
白
で
あ
る
。

　
，
感
侮
o
ω
ぼ
ω
8
昌
8
、
．
な
ら
悪
魔
と
い
え
ど
も
所
有
す
る
（
ぐ
く
諺
b
o
刈
層
吟
O
b
o
）
。
キ
リ
ス
ト
が
、
自
己
自
身
の
た
め
に
誕
生
し
た
こ
と
を
信



じ
え
な
い
も
の
に
と
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
は
無
益
で
あ
っ
た
（
芝
諺
P
α
ド
。
。
）
。
ま
た
そ
れ
は
一
切
の
、
い
わ
ゆ
る
救
済
の
事
実

に
妥当
す
る
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
単
に
知
得
（
国
Φ
口
け
け
口
一
ω
H
P
甲
げ
H
巨
Φ
）
し
て
も
無
駄
で
あ
ろ
う
（
≦
諺
ド
8
押
。
。
ρ
H
。
。
。
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　真
実
の
信
仰
は
全
人
間
に
関
わ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
聖
霊
に
よ
っ
て
心
の
な
か
に
働
か
れ
る
（
零
㌧
r
　
b
◎
α
“
Q
Q
b
o
『
旧
　
b
∂
馳
刈
b
コ
b
⊃
）
。
　
「
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

葉
」
（
妻
o
H
叶
）
に
底
礎
す
る
信
仰
は
、
こ
の
言
葉
の
理
解
と
同
様
、
聖
霊
の
賜
物
で
あ
る
。
し
か
る
に
ル
タ
ー
に
よ
る
『
マ
グ
ニ
フ
ィ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ー
ト
』
の
講
解
が
教
え
る
よ
う
に
、
体
験
は
「
聖
霊
自
ら
の
授
け
る
教
育
修
練
」
（
岳
o
．
．
①
団
α
Q
①
ロ
o
ω
。
ゲ
巳
o
、
、
自
㊦
゜
。
年
O
①
凶
゜
。
9
の
）
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

（
≦
諺
8
置
①
）
。
か
く
し
て
信
仰
は
体
験
よ
り
生
じ
、
ま
た
体
験
を
喚
起
す
る
。

　ま
た
、
ひ
と
は
信
仰
を
「
感
覚
的
に
感
じ
る
」
（
．
．
Φ
日
鷺
団
ロ
畠
】
一
魯
ま
窪
o
口
、
、
）
こ
と
が
で
き
る
（
妻
諺
ρ
卜
。
ミ
）
。
神
の
恩
恵
は
「
よ
く

感じ
ま
た
体
験
で
き
る
」
（
な
｝
P
o
o
ω
①
け
o
o
回
O
げ
≦
O
げ
一
｛
郎
げ
一
〇
口
　
β
口
傷
　
①
H
｛
帥
げ
H
O
口
ご
）
し
（
妻
諺
H
ρ
H
”
H
u
H
呂
）
、
信
仰
に
よ
っ
て
「
心
の
最
も

甘
美な
情
感
」
（
O
回
】
P
　
（
ハ
匹
信
一
〇
一
葛
励
の
一
昌
P
β
ω
　
節
中
①
O
叶
β
し
o
　
O
O
H
山
一
ω
等
）
が
生
じ
る
と
も
い
わ
れ
る
（
≦
〉
①
”
曾
り
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
かく
し
て
、
聖
霊
、
信
仰
、
体
験
、
情
感
が
一
線
に
連
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
信
仰
は
ル
タ
ー
に
頻
出
す
る
有
名
な
定
式
「
あ
な

た
が

信じ
る
よ
う
に
、
あ
な
た
は
持
つ
」
（
．
．
芝
帥
O
畠
β
α
q
一
g
D
5
げ
も
o
計
u
o
O
ケ
帥
ω
け
幽
仁
、
噂
I
N
°
切
゜
ノ
ζ
㌧
r
藤
O
樽
H
℃
ら
隣
劇
）
が
示
す
よ
う
に
．
．
出
卑
げ
。
⇔
、
．

でも
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
信じ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
体
験
が
生
じ
な
い
こ
と
は
な
い
（
≦
諺
お
植
。
。
零
）
。
こ
の
意
味
で
体
験
は
信
仰
の
判
断
基
準
で
も
あ
る
。

　無
論
、
ル
タ
ー
に
お
け
る
「
信
仰
の
体
験
」
（
O
匡
仁
び
⑦
ロ
ω
⑦
鳳
9
ゴ
旨
昌
α
q
）
の
可
能
性
は
、
不
断
に
　
「
体
験
の
不
可
能
性
」
（
2
8
窪
①
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

｛聾
筈
鶏
犀
①
博
什
）
と
の
緊
張
に
立
つ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
緊
張
を
断
ち
切
っ
て
「
信
仰
の
体
験
」
が
一
方
的
に
主
張
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
信
仰
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
「
不
可
視
に
し
て
隠
さ
れ
た
も
の
」
（
幽
霧
d
霧
8
穿
σ
鴛
P
＜
Φ
筈
o
茜
。
口
①
）
に
向
う
（
妻
跨
ド
。
。
憎

①。
。

。
。
）
。
信
仰
は
暗
闇
に
住
む
（
零
諺
8
呂
H
）
。
そ
れ
故
、
信
仰
は
ま
た
一
切
の
人
間
的
な
「
感
情
」
（
国
口
巳
①
け
）
や
「
知
覚
」
（
白
跨
讐
①
7

　
　
　

ル
タ
ー
に
お
け
る
「
体
験
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

7

’



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

日
β
昌
α
q
）
に
対
置
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
「
感
覚
不
可
能
性
」
（
凶
口
の
①
ロ
匹
ぼ
年
器
）
と
も
い
わ
れ
る
（
≦
跨
α
℃
①
b
。
。
。
）
の
で
あ
る
。

「

体験
」
と
「
信
仰
」
の
対
立
（
乞
幽
o
窪
臣
包
①
P
°
・
o
口
畠
o
旨
α
q
一
窪
げ
Φ
印
ー
芝
諺
8
α
c
。
0
）
が
、
「
体
験
」
を
「
聖
霊
」
の
教
育
修
練

（ω
o
げ
巳
o
）
と
称
す
る
『
マ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ー
ト
』
の
講
解
に
も
見
出
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
思う
に
、
信
仰
の
体
験
は
、
対
立
す
る
両
者
の
結
び
つ
き
と
し
て
、
特
殊
の
一
体
験
、
体
験
不
可
能
な
も
の
の
体
験
と
い
う
高
次
の
、

逆
説
的
な

体験
で
あ
り
、
そ
れ
は
聖
霊
の
わ
ざ
に
よ
る
と
解
す
る
ほ
か
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
わ
れ
わ
れ
が神
の
慈
愛
の
な
に
が
し
か
を
体
験
し
、
ま
た
聖
な
る
喜
悦
が
わ
れ
わ
れ
の
心
を
み
た
し
た
場
合
、
そ
こ
で
は
聖
霊
が
「
教

師
」
（
H
、
O
げ
同
目
P
Φ
同
ω
け
Φ
H
）
で
あ
っ
た
（
芝
諺
8
罐
c
。
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　さ
て
、
信
仰
が
体
験
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
き
、
そ
れ
は
信
仰
が
、
単
な
る
主
観
的
思
い
込
み
な
ど
で
は
な
く
、
「
事
実
」
（
図
＄
一
姦
叶
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

であ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
信
仰
は
体
験
に
お
い
て
、
自
己
を
確
証
し
、
単
な
る
史
的
知
識
や
思
弁
や
単
純
に
理
論
的
な
確
か
さ
か
ら

区
別さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　し
た
が
っ
て
、
信
仰
の
生
を
「
実
験
的
生
す
な
わ
ち
実
地
に
体
験
さ
れ
た
生
」
（
鼠
3
①
区
℃
Φ
ほ
日
①
暮
巴
δ
1
妻
諺
N
お
り
）
と
解
す
る

ルタ
ー
は
、
タ
ウ
ラ
ー
の
神
学
を
称
揚
し
て
「
実
験
的
知
恵
で
あ
っ
て
、
教
義
の
そ
れ
で
は
な
い
」
（
。
・
巷
一
〇
ロ
け
ド
o
越
鶏
巨
㊦
暮
帥
一
δ
9

口
o
口
α
o
o
霞
貯
巴
δ
1
白
諺
P
㊤
。
。
）
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
体
験
の
神
学
で
あ
っ
て
教
義
や
教
説
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

A・M
・
バ
ー
ス
は
「
体
験
の
神
学
者
、
タ
ウ
ラ
ー
」
（
↓
㊤
巳
Φ
斜
o
言
↓
げ
0
9
0
σ
q
Φ
傷
①
H
国
砿
9
腎
ロ
ロ
α
q
）
と
い
う
項
の
冒
頭
に
、
「
．
．
ω
o
H
p

…
…
Φ
擁
眉
Φ
ほ
o
馨
冨
け
o
陣
け
毎
Φ
巳
o
α
q
ロ
白
、
．
と
い
う
国
臨
p
年
ロ
ロ
α
q
に
対
す
る
ル
タ
ー
の
強
い
主
張
は
、
ル
タ
ー
を
ド
イ
ツ
神
秘
主
義
の
諸

家
、
特
に
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
タ
ウ
ラ
ー
ー
ル
タ
ー
は
タ
ウ
ラ
ー
を
一
五
一
五
年
か
ら
一
五
四
四
年
に
か
け
て
二
十
六
回
も
、
限
り
な
く
賛

意
をも
っ
て
引
用
す
る
ー
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。



　
ル
タ
ー
の
神
学
は
、
信
仰
と
試
練
（
諺
沫
8
ぼ
琶
α
q
）
と
の
闘
い
か
ら
出
発
す
る
。
そ
の
故
に
体
験
の
神
学
で
あ
り
、
そ
の
故
に
信
仰
の

神
学
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
こ
こ
で
ル
タ
ー
に
お
け
る
聖
霊
の
研
究
者
R
・
プ
レ
ン
タ
ー
に
聞
こ
う
。

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「

体
験と
い
う
教
育
に
赴
こ
う
と
す
る
も
の
は
、
先
ず
試
練
の
荒
野
に
導
か
れ
る
。
体
験
は
、
想
像
、
単
に
考
ら
れ
た
も
の
、
も
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は描
か
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
単
な
る
言
葉
と
対
立
し
て
現
実
の
証
し
を
意
味
す
る
が
故
に
、
試
練
に
属
す
る
の
で
あ
る
。
信
仰
が
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

であ
る
と
い
う
こ
と
は
…
…
そ
れ
が
現
実
と
関
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
他
方
、
試
練
は
、
信
仰
と
そ
の
対
象
と
が
単
に
想
像
や
幻
像
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

すぎ
な
い
か
、
そ
れ
と
も
現
実
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
試
験
で
あ
る
。
試
練
と
い
う
灼
熱
の
試
験
に
耐
え
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
実
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
確
証
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
体
験
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
試
練
の
試
み
に
お
け
る
こ
の
体
験
は
、
た
だ
聖
霊
に
よ
っ
て
の
み
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
…
…
試
練
は
ル
タ
ー
の
場
合
、
生
涯
と
思
想
を
通
じ
て
極
め
て
過
激
で
、
わ
れ
わ
れ
に
代
っ
て
の
、
キ
リ
ス
ト
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

父
な
る
神
に
対
す
る
聖
霊
の
嘆
き
を
他
に
し
て
は
、
な
に
も
の
も
わ
れ
わ
れ
に
向
け
ら
れ
た
試
練
の
死
と
地
獄
の
攻
撃
を
ま
ぬ
か
れ
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
る
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。
体
験
の
本
質
は
、
聖
霊
の
い
い
が
た
き
嘆
き
に
お
け
る
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
の
こ
の
執
り
な
し
が
、
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

わ
れ
が
こ
の
嘆
き
に
お
い
て
そ
れ
と
同
じ
形
に
せ
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
へ
と
逃
れ
ゆ
く
キ
リ
ス
ト
が
現
実
で
あ
っ
て
夢
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
を
証
す
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
自
身
の
敬
慶
に
の
み
属
す
る
も
の
は
、
試
練
に
お
い
て
夢
と
消
え
去
る
。
そ
れ
に
反
し
て
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

聖霊
の
証
し
す
る
と
こ
ろ
は
、
試
練
の
試
み
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て
、
体
験
さ
れ
た
現
実
と
し
て
存
続
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
ル
タ
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へ

ー
は
『
マ
グ
ニ
フ
ィ
カ
ー
ト
』
講
解
の
一
節
に
お
い
て
、
体
験
を
聖
霊
の
教
育
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
　
「
信
仰
の
体
験
は
真
実
の
体
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験
で
あ
る
。
聖
霊
の
証
し
に
よ
っ
て
信
仰
の
体
験
が
生
じ
る
場
合
、
そ
の
体
験
者
は
ひ
と
つ
の
現
実
に
直
面
す
る
こ
と
、
否
、
あ
ら
ゆ
る

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

現実
を
凌
駕
す
る
現
実
に
直
面
す
る
こ
と
を
疑
わ
な
い
。
故
に
ル
タ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
も
の
は
聖
霊
を
自
己
の
う
ち
に
感
じ
る

　
　
　
ル
タ
ー
に
お
け
る
「
体
験
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
一
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ヘ
　
　
へ

であ
ろ
う
と
言
っ
て
は
ば
か
ら
な
い
。
聖
霊
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
聖
霊
の
言
い
が
た
き
嘆
き
を
聞
き
、
ま
た
そ
れ
に
あ

ず
かる
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
L
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
プ
レ

ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
聖
霊
と
体
験
は
「
相
関
概
念
」
（
ミ
①
o
ゲ
ω
9
げ
①
α
q
H
崩
①
）
で
あ
り
、
聖
霊
・
体
験
・
福
音
は
不
可
分
離
の
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

属
を
示
し
て
い
る
。
聖
霊
な
し
に
、
す
な
わ
ち
ま
た
同
時
に
体
験
な
く
し
て
は
、
聖
書
は
た
だ
の
「
文
字
」
「
律
法
」
に
と
ど
ま
る
。
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

が
っ

て

ルタ
ー
の
意
味
に
お
け
る
信
仰
を
創
造
し
え
な
い
。
レ
ー
ベ
ニ
ッ
ヒ
は
そ
れ
故
、
ル
タ
ー
の
場
合
、
「
体
験
の
神
学
」
（
国
臨
p
。
訂
β
㌣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

σ
q
°
。
夢
o
巳
o
σ
q
芭
と
「
聖
書
の
神
学
」
（
ω
o
げ
二
｛
雰
ゲ
⑦
巳
o
σ
q
冨
）
は
、
決
し
て
対
立
で
は
な
く
不
可
分
離
の
「
相
関
関
係
」
（
囚
o
旨
o
冨
二
〇
口
）

に
た
っ

て

い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
新
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
「
体
験
の
神
学
」
は
、
ル
タ
ー
を

証
人と
す
る
の
に
十
分
な
権
利
を
も
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。

三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　時
の
順
序
に
は
逆
う
け
れ
ど
も
、
最
後
に
、
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
と
り
上
げ
る
の
は
、
J
・
ヴ
ェ
ソ
ド
ラ
ソ
ト
の
論
文
『
聖
書
と
体

験
ー
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
相
関
的
両
原
理
』
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　彼
は
次
の
ル
タ
ー
の
テ
キ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
「
ひ
と
は
だ
れ
で
も
、
た
だ
そ
れ
が
神
の
言
葉
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
真
理
で
あ
る
と
自

ヘ

　
　ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

分
が

心
のう
ち
に
確
信
す
る
が
ゆ
え
に
の
み
、
信
じ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

　
．
．
国
゜
・
旨
β
ゆ
o
ヨ
U
Φ
α
q
ま
冨
H
弾
一
感
昌
留
旨
ヨ
α
q
討
q
冨
P
匹
跳
o
°
。
0
9
8
の
≦
o
H
二
ω
け
鐸
u
畠
匿
ゆ
臼
坤
口
≦
Φ
口
岳
α
Q
げ
臨
口
傷
ρ
伍
β
。
ゆ
①
ω

詔
㊤
ゲ
跨
Φ
詳
゜
。
Φ
劉
、
、
（
妻
諺
ト
ρ
H
H
り
㊤
O
）

にも
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
二
つ
の
相
関
的
原
理
と
し
て
、
「
聖
書
」
（
ω
o
ξ
津
）
と
「
体
験
」
（
国
睦
魯
－



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

　
　
昌
け
α
q
）
を
挙
げ
、
福
音
主
義
教
会
の
永
遠
の
基
礎
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、

　
　
　

ヴ
ェ

ン
ド
ラ
ソ
ト
は
先
ず
、
こ
の
間
題
に
関
す
る
J
・
A
・
ド
ル
ナ
ー
の
ル
タ
ー
理
解
を
示
し
て
「
教
会
が
聖
書
と
共
有
し
た
救
済
の

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
内
容
（
傷
O
目
H
肖
Φ
団
一
〇
〇
同
口
げ
陣
一
け
）
が
、
そ
の
内
的
な
力
に
よ
っ
て
（
幽
自
魯
ω
Φ
ぎ
o
貯
u
①
お
目
鑓
出
け
）
ル
タ
ー
の
心
の
中
に
確
証
さ
れ
た
の
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
じ
め
て
、
使
徒
的
、
予
言
者
的
聖
書
が
ル
タ
ー
に
と
っ
て
、
決
定
的
な
規
範
や
審
判
者
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
そ
し
て
こ
の
消
息
を
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　　
　
に
明
確
に
し
た
の
が
、
ヴ
ェ
ソ
ド
ラ
ン
ト
の
敬
愛
す
る
G
・
ヴ
ォ
ッ
バ
ー
ミ
ン
で
あ
っ
た
。

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　　
「
福
音
主
義
の
信
仰
論
に
と
っ
て
存
在
す
る
唯
一
の
資
料
、
そ
れ
は
聖
書
で
あ
る
。
自
ら
の
個
人
的
信
仰
体
験
も
信
仰
論
の
特
別
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
料
で
は
な
い
。
だ
が
そ
れ
は
、
理
解
の
不
可
避
的
補
助
手
段
で
あ
る
。
無
論
そ
の
こ
と
は
、
た
だ
聖
書
に
対
す
る
不
断
に
新
た
な
従
属
に

　
　

お
い
て
の

み
であ
る
…
…
な
ぜ
な
ら
究
極
的
に
重
要
な
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
経
験
的
・
事
実
的
に
体
験
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
わ
れ
わ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

　
　

れ
が神
の
意
志
に
従
っ
て
、
す
な
わ
ち
啓
示
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
信
仰
に
、
そ
の
つ
ど
明
ら
か
に
さ
れ
る
神
の
意
志
に
従
っ
て
、
体

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

験す
べ
き
こ
と
で
あ
る
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　

いう
ま
で
も
な
く
、
体
験
は
聖
書
と
無
関
係
な
そ
れ
で
は
な
く
、
救
済
の
内
容
（
啓
示
・
キ
リ
ス
ト
）
の
も
つ
内
的
な
力
に
よ
る
、
し
た

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

が
っ

て神
の
意
志
に
従
っ
て
の
体
験
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
　
ル
タ
ー
の
場
合
、
個
人
的
自
己
体
験
、
自
己
体
得
（
ω
9
げ
ω
8
猟
㊤
穿
魯

　
　
犀
ロ
α
ω
Φ
子
。
・
8
匡
Φ
げ
o
ロ
）
の
理
想
、
な
ら
び
に
ル
タ
ー
が
ウ
ォ
ル
ム
ス
で
示
し
た
よ
う
な
、
そ
れ
か
ら
生
じ
る
大
胆
な
自
主
性
が
、
　
ル
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
ー
を
支
え
る
聖
書
の
救
済
の
啓
示
の
力
と
全
く
分
か
ち
が
た
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ル
タ
ー
の
表
現
を
か
り
れ
ば
、
聖
書
は

　
　
、δ
冨
団
ω
け
ロ
目
電
鉱
げ
Φ
ロ
、
、
（
キ
リ
ス
ト
を
強
調
す
る
）
で
あ
る
か
ぎ
り
聖
書
で
あ
る
。
彼
は
大
胆
に
も
「
も
し
反
対
者
た
ち
が
、
聖
書
を
キ

　
　
リ
ス
ト
に
反
し
て
無
理
じ
い
し
た
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
キ
リ
ス
ト
を
聖
書
に
反
し
て
無
理
じ
い
す
る
」
と
ま
で
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
．b
β
o
像
゜
・
伸
巴
く
①
屋
胃
謡
ω
o
円
首
葺
鑓
日
賃
ω
臼
団
暮
8
導
H
餌
O
げ
団
。
・
嘗
目
”
罎
σ
Q
o
日
窃
O
ぼ
凶
゜
。
什
亘
日
8
9
鑓
゜
・
o
ユ
娼
言
鑓
旨
゜
”
．
（
℃
°
∪
器
≦
°
。
リ

　
　
　
　
　　
ル
タ
ー
に
お
け
る
「
体
験
」
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

’



＝
一

U
団
超
9
g
。
ユ
o
口
Φ
u
U
“
］
≦
°
い
暮
ゲ
㊦
誘
弘
o
。
霧
ω
’
旨
↓
ゲ
Φ
ω
Φ
お
゜
）

　ヴ
ェ
ン
ド
ラ
ソ
ト
が
「
聖
書
」
と
「
体
験
」
を
も
っ
て
、
宗
教
改
革
的
原
理
の
二
重
性
、
し
た
が
っ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
相

関
的
二
原
理
と
し
た
こ
と
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
共
属
す
る
両
原
理
の
相
関
性
が
乖
離
し
て
、
一
方
が
一

面
的
に

主
張さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
福
音
主
義
教会
が
、
万
一
、
主
観
的
、
自
己
的
、
個
人
的
体
験
も
し
く
は
、
そ
の
体
験
に
伴
う
平
安
、
調
和
、
喜
悦
、
力
な
ど
の
諸
感

情
の
上
に
底
礎
さ
れ
る
な
ら
砂
上
の
楼
閣
で
あ
ろ
う
。
体
験
主
義
的
主
観
主
義
、
内
在
主
義
の
破
綻
で
あ
る
。
・
他
方
、
そ
の
反
対
に
、
凡

そ
体
験
と
無
媒
介
に
主
張
さ
れ
る
聖
書
主
義
的
客
観
主
義
は
超
越
的
啓
示
の
権
威
を
も
っ
て
す
る
他
律
的
強
制
を
招
来
し
、
中
世
教
会
や

正
統
主
義な
ど
の
い
わ
ゆ
る
教
条
主
義
（
ド
グ
マ
テ
ィ
ス
ム
ス
）
に
陥
り
易
い
。
ル
タ
ー
が
中
世
の
「
教
皇
党
」
（
℃
騨
営
。
。
冨
昌
）
に
対
し
て
、

ペ
テ
ロ第
一
の
手
紙
第
二
章
の
三
や
詩
篇
第
三
五
篇
の
九
な
ど
に
も
と
つ
い
て
、
体
験
（
国
雛
帥
ゲ
器
P
同
口
包
Φ
P
ω
。
げ
B
o
。
パ
Φ
P
国
日
b
瞭
甲

幽魯
）
の
必
然
性
を
強
調
し
た
の
も
首
肯
で
き
よ
う
。
　
　
　
　
、

　こ
れ
ら
両
側
面
の
危
機
が
共
に
止
揚
さ
れ
、
両
者
が
媒
介
統
一
さ
れ
る
途
が
不
断
に
追
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
ヴ
ェ

ソ
ド
ラ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
真
実
の
深
い
宗
教
体
験
は
、
神
の
革
新
的
行
為
が
人
間
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

な

ぜ
なら
、
そ
れ
の
み
が
人
間
の
精
神
的
要
求
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
神
の
言
（
啓
示
）
と
人
間
の
最
も
深
い
宗
教
的
要

　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

求
の
対
応
な
い
し
相
即
は
、
聖
書
も
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
も
ー
『
告
白
』
の
冒
頭
「
あ
な
た
は
、
わ
れ
わ
れ
を
あ
な
た
に
向
け
て
お
創

り
に
な
っ
た
」
に
よ
っ
て
推
知
で
き
る
ー
ル
タ
ー
も
認
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
他
方
、
人
間
の
本
質
把
握
に
お
け
る
問
題
性
、

す
な

わち
、
罪
に
よ
っ
て
も
絶
滅
し
が
た
い
人
間
の
う
ち
な
る
神
の
像
、
神
の
似
姿
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
補
完
、
修
復
、
充
実
が
キ
リ
ス

ト
の
救
済
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
宗
教
体
験
に
お
け
る
主
体
の
自
己
同
一
的
連
続
性
に
は
限
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する
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任
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の
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に
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ま
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す
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